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 燃料を混合せざるを得ない場合は、2 種類の燃料が相溶性であるかどうか試験を行っ

て確認してください。迅速かつ信頼性のある広く認められた試験サービスを使用して

燃料サンプルを分析し、分析結果が審査されるまでその新しい燃料を使用しないでく

ださい。試験機関から結果とともに提供される推奨事項に従ってください。  
 時間は重要ではありますが、混合燃料の相溶性と堆積物の潜在が疑われる場合は、少

なくとも簡単な船上試験を行い（専用の試験キットを船上に備えておくこと）、重要

な操作を行っている間または規制エリアを航行中はこの混合燃料を使用しないでくだ

さい。  
 燃料の補給を、出港時ではなく、入港直後に行うことを（喫水、貨物、タイミング等

が許せば）検討してください。こうすることで、出港までの間に、新しく補給した燃

料が利用可能かどうか分析する時間を取ることができます。 
 
燃料油の分離  
供給された重油（HFO）が ISO8217 の要件に準拠していたとしても、処理設備、特に重油

（HFO）セパレータが適切に操作・保守されていない場合は、操作上の問題が発生すること

があります。燃料中の残留触媒や、さび、砂、ほこり、水などその他の不純物の量を効率よ

く減らせるように、セパレータメーカーの推奨事項に従ってください。以下の点に十分ご注

意ください。  
 重油（HFO）の入り口温度は 98°C に保つようにしてください。セパレータの効率は

燃料の入り口温度に左右されます。少しでも温度が下がると分離の質が低下します。

加熱コイルの漏れ、温度センサの設定点の間違い、監視システムの欠陥などが故障の

原因となることがよくあります。  
 正しい流量比と比重板を使用してください。燃料がセパレータ内に留まる時間が長い

ほど燃料油はきれいになります。セパレータに比重板がない場合、利用できるすべて

の重油（HFO）セパレータを使用し、対応する供給量でこれらを同時に運転すること

を推奨いたします。セパレータが比重板付きの手動タイプである場合は、清浄器と直

列にしてその後ろに浄化器をつなげて操作してください。ただし、流量はできるだけ

少なくしてください。このタイプのセパレータでは正しい比重板を使用することが極

めて重要であるため、比重板は使用する燃料の濃度に応じて交換してください。  
 メーカーの指示に従いセパレータの保守を行ってください。また、可能な限りメーカ

ーが承認する部品のみを使用してください。加えて、セパレータは定期的にメーカー

のサービスエンジニアの点検を受けるようにしてください。よく見られる故障の原因

のひとつに、清掃後のセパレータの組立て間違いが挙げられます。  
 セパレータの前後と、可能な限りエンジン近くのシステムの燃料をサンプリングして、

セパレータの効率と給油タンクの清浄度を確認してください。このサンプルを検査機

関に送付して分析を受けてください。セパレータの検査は少なくとも年 1 回は行うべ

きです。 
 
燃料の切替え  
硫黄分の許容値が異なるエリア間を運航する船舶は、詳細な切替え手続きを用意しておく必

要があります。知識が十分でないと、エンジン故障を招く可能性があります。そのため、特

に定期的に燃料切替えを行っていない船舶においては、限定水域に入る前に切替えを実施す

るようにすべきです。重油と低硫黄蒸留物または船舶用軽油（MGO）とを混合する場合は、

不相溶の危険が高くなることがあるため、さらに注意する必要があります。  
 
まとめ  
乗組員、船舶、貨物の安全を守り、エンジン故障に伴うコストと不稼働期間の増加を防ぐに

は、船主と運航者が船上での燃料の取扱いと処理の質に目を向けることが重要です。機関士

には、必ず適切かつ定期的な訓練を受けさせなければなりません。特に、経験の浅い技術者

には、船舶の燃料処理装置と定期保守の手順について十分理解させておくことが重要です。 
 
規則の変更に伴って手続きの変更が必要になる可能性があります。そのため、燃料関係の問

題が発生した場合にその原因を突き止めて、燃料の取扱いと処理手続きを調整してロスの可

能性を 小限に抑えることができるように、乗組員の訓練と経験値を高めておくことが不可

欠です。 


